
研究種別

研究課題名獣類侵入防止技術の確立

研究期間

評価点

1 研究目標の達成度 3.8

[評価所見]

○農家への普及方法を含め計画どおりに目標が達成されている。

○再現性が担保されにくい野外実験において、アース確保のためにコンクリート
への塗料の使用、獣種別電圧など実用性の高い成果をあげ、さらに、迅速に商品
化したことは高く評価できる。

○特許取得されていないことが少し残念である。

○本研究を明確に評価するためには、研究開始時の先行事例や課題を明確にした
上で、本研究で得られた知見により、その課題がどの程度解決されたかを示す必
要がある。

○今後、関係機関と連携し、本技術の圃場での効果を確認するとともに、早急な
普及を期待する。

様式９　　　　　　　　　事後評価報告書

令和 ５年７月２８日（金）
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評価項目

総理研研究


